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電気通信大学　平成19年度シラバス

授業科目名 電磁気学第一演習

英文授業科目名 Exercises in Electromagnetism I

開講年度 2007年度 開講年次 ２年次

開講学期 前学期 開講コース・課程 夜間主コース

授業の方法 単位数 1

科目区分 専門科目-学科専門科目-必修科目

開講学科・専攻 情報通信工学科

担当教官名 柳澤　正久

居室 総合研究棟　１０２６

公開E-Mail 授業関連Webページ

　 　

【主題および達成目標】

(a)主題：

電磁気学は力学同様、理工学のあらゆる分野で基礎として身につけることを要求される学問である。この

科目は、同学期に開講される電磁気学第一の講義に対応した演習中心の科目であり、静電気から定常電流

までを扱う。

 

(b) 達成目標：

教科書に載っている程度の問題が解けるようになること。

【前もって履修しておくべき科目】

微分積分学第一

微分積分学第二

力学第一

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

線形代数学第一

線形代数学第二

解析学

基礎科学実験Ａ

工学基礎演習第二

【教科書等】

教科書(必携)：渡辺征夫、青柳晃、工科の物理３：電磁気学、培風館。
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【授業内容とその進め方】

毎回小テストをする。また、それに関する解説を行う。

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

(a)評価方法

成績評価＝(期末試験の点数×約４０％)＋(出席or小テスト×約６０％)

期末試験は基本事項の理解を問うものとする(講義に出席し自力で問題を解いていればできる)。答案の書き

方も評価対象とするので、論理的に明解な答案を書く努力をしておくこと。

 

(b)最低達成基準（成績可の最低線）

(1)６割以上出席すること。かつ、

以下に関する簡単な問題が解けること。

(2)ガウスの法則

(3)電界と電位

(4)静電容量

 

(c)教科書の完全理解（暗記ではない。理解し応用できることが必要）が満点になるように期末試験の問題

を作り、出席and/or小テストの内容と合わせて秀、優、良、可を付けます。

【オフィスアワー：授業相談】

オフィスアワー：火曜 1:30-2:30pm および、この授業の前後。

【学生へのメッセージ】

｢習うより慣れろ｣。目と耳だけを使って勉強した気になってはいけない。手を使って問題を解くこと。

【その他】

仕事などの都合でこの授業に出られない者は、柳澤に相談すること。原則として、昼間コースや他の学科

の授業の履修は認めない。


